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□長期荷重計算

積雪常時荷重〓m2xcmX積 雪の単位重量(kgf/m2cm)XO.7

積雪限度 (cm)〓 {長期許容荷重(kgf/m2)_屋 根自重 (kgf/m2)}÷ o.7÷積雪の単位重量(kgf/m2●cm)

但し、積雪の単位重量を積雪深100cmま では2.Okgf/m2.cm

100cmを こえ、300cmま では3.Okgf/m2。 cm

300cmを こえ、350cmま では3.2kgf/m2.cm

350cmを こえ、400cmま では3.5kgf/m2.cm

400cmを こえ、450cmま では387kgf/m2。 cmと して計算してあります。

積雪の単位重量は積雪深により実況に応じた数値として下さい。
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短期荷重計算は風圧力、地震力等実況に応じて別に計算して下さい。

短期許容荷重はFb×2/3で計算してあ:ります。
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□金属板瓦棒葺きの施工

母屋H‐200X100X5.5X8(l時 間耐火被覆)
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たる本0‐100X50X20X2.3

□粘土がわらの施工
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(1)粘土がわら」IS A 5208〈 葺き枚数:40～60枚/3.3m2ぁ たり〉
(2)金属板:①～⑫の一

①塩化ビニール樹脂金属積層板:厚さ0,4mm以 上〈国土交通大臣認定不燃材料NM-8674～ NM…8696の 一〉

②溶融亜鉛めつき鋼板:厚さ0.4mm以 上〈平成12年建設省告示第1400号又は」ISG3302〉

③塗装/亜鉛めっき鋼板:厚さ0.4mm以 上〈国土交通大臣認定不燃材料NM-8697〉

④アルミニウム・亜鉛合金めつき鋼板:厚さ0.4mm以 上〈国土交通大臣認定不燃材料NM-8027〉

⑤ポリエステル樹脂系塗装/アルミニウム・亜鉛合金めつき鋼板:厚さ0.4mm以 上〈国土交通大臣認定不燃材料NM…8028〉

⑥伸銅品:厚さ0.4mm以 上〈国土交通大臣認定不燃材料NM…8586～ NM中8595の 一〉

⑦ステンレス鋼板0.4mm以 上〈」IS G4304又はJIS G4305〉

③塗装ステンレス:厚さ0。4mm以 上〈国土交通大臣認定不燃材料NM中8316～ NM…8326の 一〉

⑨樹脂充てん/両面塗装ステンレス鋼板:厚さ0.52mm以 上〈国土交通大臣認定不燃材料NM-8327～ NM-8332の 一〉

⑩チタン展伸材:厚さ0.4mm以 上〈国土交通大臣認定不燃材料NM-8596〉

①樹脂充てん/両面鋼板三厚さ0.56mm以 上〈国土交通大臣認定不燃材料NM-8698〉

⑫無機質断熱材裏張/金属板:厚さ2mm以 上〈国土交通大臣認定不燃材料NM-8673〉
(3)化粧スレード」IS A5423

(4)波形スレード」IS A5430

(5)厚形スレート:」IS A5402

(6)不燃シングル:」〈国土交通大臣認定不燃材料NM-9011、NM-9012、NM-9045、NM-8359又 はNM‥8360の 一〉

※その他の葺き材に関してはメーカーにお問い合せ下さい。

□金属板瓦棒葺き施工断面図
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□金属板横葺き施工断面図
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1.下地組みについて

①野地板支持材(垂木)|よ軽量形鋼C-100×50×20×2.3mmを使用し、606mm以下の間

脚 観こダ功 に 組ん研 胡 。

  酬 204439は 瓢 二鸞※梁|よ一時間耐火被膜を行つてください。但し国土交通省告示 (I

面から梁下の高さが4m以 上)の際には耐火被膜は必要ありません。

②野地板の施工前に|よ、鉄骨下地の原寸チェックを行つて下さい。留め付け不良、板割れを防止

率の軽減となります。

2.野 地板の切断及び留め付けについて

①高圧コーライトボード|よ表裏があります。搬入の際、下向きになつている方が室内側です

の際表裏を間違えずにこ使用願います。

②野地板は電動丸鋸(チップソー)にて切断して下さい。

③害」り付けに従つてタッピングねじを野地板20mm厚 品は4¢×30m m以 上、25mm厚 品

40mm以 上、30mm厚 品|よ4¢×45mm以 上を使用し、リーマフレキビスを使用する際に|よご

ズのタッピングねじのサイズからプラス5mm以 上の長さのあるものをこ使用下さい。

※端部から25mm～ 35mm程 度内側を300mm以 内の間隔で留め付けして下さい。

※タッピングねじをこ使用の際には下孔をあけて下さい。

※エアーガンでの使用は保持力不足になります。

3。屋根葺材について

①野地板のカロエ後は速やかにルーフィング等を施工して下さい。野地板が雨に濡れますと

しみ・汚れ・反り等の原因となりかねます。万が一濡れてしまつた場合には野地板を充分

後、ルーフィング等の施工をして下さい。

②屋根葺材は国土交通大臣認定の不燃材料を屋根工事共通仕様書(」ASS-12)に 準じた施芸

て下さい。

※耐火野地板への釘による屋根葺材留め付け施工は、保持力が不確実ですので使用しない

※詳細部の納まりに関しては、設計仕様に準じた施工をして下さい。

4。留意事項

①屋内の平坦なところに保管して下さい。やむを得ず保管する場合|よ飼木(3本以上)やパレツ

上に平積みし、防水シート等にて水漏れを防止して下さい。              華

②施工現場での垂木の上に重ね置きする場合に|よ、敷板などを引き重量には充分注意して下ぶ

重量目安として

耐火野地板 20mm(約 35kg/枚 )25mm(約 45kg/枚 )30mm(約 50kg/枚 )

搬入時

耐火野地板 20mm(1山 40枚で20枚にて吊り上げ可能)

25mm(1山 30枚で15枚にて吊り上げ可能)             :|:

③安全対策上、垂木のない部分に|よ乗らないようにして下さい。踏み抜き防止、墜落防止の為t
等を使用し安全ネットを張つてから作業を行つて下さい。

④野地板の切断時には粉塵が発生しますので粉塵吸引装置や防塵マスク・防護メガネ等を使

など充分こ注意願います。
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